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[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

結核は感染症であり、区民への感染拡大防止のためには早期発見が重要である。
対象者に合わせて検診や受診行動に結びつく知識の普及は継続すべきである。
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評価 評価の理由

類似事業を行う民間団体はなく、受診行動につながる知識の普及や患者の早期発見の為の検診事業は必
要であるため。

維持

評
価
結
果

概ね検診や講演会を計画どおり実施することができ、受診者数は目標値を達成することができた。

4 感染予防まん延防止には、有症状時の早期受診及び検診が必要不可欠であるため。
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行政計画

昭和

保健予防課

151

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

③ 健康危機管理の推進[54]

その他

国

（３）安全・安心な生活環境の確保

あり 結核重点対象者対策の充実

なし

検診車配車及びエックス線読影を含む検診　

1,0531,150 941

53.0

２５年度

1,131

　

重点対象者に対する結核検診及び普及啓発を行い、患者の早期発見、早期治療につなげるとともに、結核に対する正しい
理解と適切な対応を促すことにより、結核の感染及びまん延予防を図る。

検診実施回数

64.0

13

52.0

12

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

8,522

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

検診を受ける機会の少ない日本語学校生徒及び住所不定者の結核対策として検診を行う。
また、教職員、保育士等の教育関係者、医療関係者、社会福祉施設職員等に講演会を開催し、結核の知識を普及させ感染
予防を図る。

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

区内在住、在勤、在学者及び住所不定者

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

13

49.5

13

5,879 10,842

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

1,664

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

対象者に合わせた、方法や場所を選択し効率的に検診や講演会を実施できた。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 2,985

2,130 2,320

3,749

検診事業だけではなく、施設従事者講演会を実施し、結核の知識普及に努めた。

目的達成度 4

必要性

8,522

2,130 2,242

2,130 2,319

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

台東区罹患率（人口１０万人あたり）

検診受診者数

指標の名称

3,749

78

4,649

　決算額　　(単位：千円) 2,039

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

2,610

2,039


